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5 広報・啓発活動 

○ 活動概要 

 令和 4 年度は、宗像市子どもの権利救済委員及びむなかた子どもの権利相談室「ハッピークロー

バー」が活動を始めて 10年目の年でした。例年おこなっている活動に加え、キャラクター・標語の

募集、はぴくろ子ども委員会の開催等、新しい活動を追加しながら広報・啓発活動を行いました。 

※ 発行物（リーフレットや通信など）やアンケートの結果等は、宗像市 HP のむなかた子どもの権利相

談室「ハッピークローバー」のページ内に載せていますので、参考にされてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 実施時期 対象等 備考

配布物

（1）リーフレット・カード 5月・11月 全児童生徒に配布（約11000部）

5月
「はぴくろのお手紙相談」の紹介

キャラクター・標語の募集

9月
キャラクター・標語投票

第1回はぴくろ子ども委員会の紹介

11月
キャラクター・標語結果発表

子どもの権利の日特集

2月 はぴくろの活動について

3月 市立中学校を卒業する子どもたち クリアファイルを合わせて配布

（3）体罰防止チラシ・ポスター 9-11月 子ども・市民等・子ども関係施設 体育施設等へ配布、掲示を依頼

小・中学校での啓発活動

（4）小・中学校における全校生徒へ

向けての校内啓発
5-6月 市立学校 オンラインやDVDを使っての啓発

（5）ハッピークローバーについての

アンケート調査
12月 市立学校の小学5年生と中学2年生

小学5年生854人、中学2年生833人、

計1687人

地域での啓発活動

（6）絵本作成・読み聞かせ R3.8-R5.3
市内の保育所・認定こども園・

幼稚園・届出保育施設等

大学ボランティアとの絵本作成

保育所等での読み聞かせ

（7）図書館展示 11月 市民等 子どもの権利に関する啓発

子どもの意見を聴く活動

7月

2月

（9）はぴくろまでの市役所内道案内 9月 子ども・市民等
子どもだけでも来所しやすい環境づ

くり

（10）河東小学校PTA家庭教育学級 10月 保護者向け
活動を通してみえてきた子どもたち

の今について講座を実施

（11）インスタグラムでの広報啓発 R3.8月- 子ども・市民等
子どもの権利・相談室の周知、子ど

もたちの気持ちが明るくなる内容

市立学校（21校）、宗像中学校、

宗像高等学校、東海大学付属福岡

高等学校

（2）はぴくろ通信 第18号

　　　　　　　　　第19号

　　　　　　　　　第20号

　　　　　　　　　第21号

　　　　　　　　　お祝い号

その他の活動

（8）第1回はぴくろ子ども委員会

　　 第2回はぴくろ子ども委員会

はぴくろ子ども委員（第1回委員

会16名、第2回委員会9名）

キャラクター・標語の選定

委員から意見を聴いた：第1回「今

こまっていること」「宗像市の子ど

もたちが元気になれる方法」第2回

「はぴくろの活動について」
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(1) リーフレット・カードの配布 

 宗像市立学校（21校）、宗像中学校・高等学校、東海大学付属福岡高等学校へ配布をおこないまし

た。オンライン相談の追加等、一部変更をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）「はぴくろ通信」の発行 

 令和 4年度は「はぴくろ通信」を年 4 回発行し（第 18－21 号）、その中でキャラクター・標語の

募集と投票をおこないました。応募キャラクター335 通、標語 273 通から、最優秀賞作品が決定し

ました。市立中学校を卒業する生徒たちへ、例年通り通信特別号とクリアファイルを送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

キャラクター・標語の募集と投票 

＜最優秀賞作品＞ 

中学生の子が相談員の似顔絵を 

描いてくれました 

キャラクター部門 

東海大学付属福岡高等学校 

ながしい さん 

標語部門 

河東西小学校 

小田 彩加 さん 

中学校を卒業する生徒への 

通信特別号とクリアファイル 
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（3）体罰防止のための活動 

 令和 2 年度に体罰に関する相談が寄せられて以降、毎年体罰を防止するための

広報啓発をおこなっています。令和 4 年度は、宗像市子ども基本条例に「子ども

への体罰・暴言等の禁止」が追記されたことからチラシを作成し、体育施設や各

地区のコミュニティセンターでの配布を依頼しました。 

 

（4）小・中学校での啓発活動 

 コロナ禍における新しい啓発形式として、オンラインや校内放送、DVD などを用いながら、市立

学校の児童生徒へ向けて啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）むなかた子どもの権利相談室「ハッピークローバー」についてのアンケート 

平成 26 年度以降、市立学校の小学 5 年生、中学 2 年生を対象にアンケート調査を実施していま

す。令和 3年度に引き続き、タブレットでチェックする形式で実施しています。 

 

実施時期   令和 4年 11 月 30 日（水）～ 12 月 23 日（金） 

対 象 者   宗像市立の小学校・義務教育学校 5年生 854 人 

中学校・義務教育学校 2年生 833 人 

※ 令和 4年度アンケート結果については、p.40-44 を参照 

 

啓発スライド内容（一部抜粋） 

令和 4 年度 

体罰防止チラシ 
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（6）絵本作成、読み聞かせ 

つらい時には相談してもいいことを伝えるための絵本を制作し、保育所、幼稚園へ訪問をして読

み聞かせを行いました。子どもたちに表現することの大切さを届けると同時に、「話したくないこと

は話さなくてもいいよ」ということも伝えています。子どもだけではなく子どもに関わる大人たち

へ「子どもの権利」が身近なものであることを知ってもらい、子どもにやさしい環境をみんなでつ

くっていくことを目指していきます。 

子どもの権利や第三者機関を知って現場に出る機会になればと、これから子どもに関わる大学生

ボランティアと一緒に絵本の制作を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）子どもの権利に関する図書館展示 

宗像市子どもの権利の日（11月 20 日）に合わせ、令和 4年 10 月 31 日～11月 30 日の間、宗像市

民図書館（中央館）において、相談室に関する掲示と共に、関連書籍の展示コーナーを作成しまし

た。展示する書籍については、図書館の職員の方にご協力を頂き、選定してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせ絵本（表紙・裏表紙） 制作風景 

園訪問・読み聞かせ 
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(8) 第 1・2 回はぴくろ子ども委員会 

新型コロナウイルス感染症により大きく変化した生活様式の中で、「子どもたちが今何を感じ、何を必

要としているのか」直接子どもたちから思いや意見を聴き、かつその思いや意見に沿った活動を子ども

たちと一緒におこなうため、「はぴくろ子ども委員」を募集しました。 

＜第 1回はぴくろ子ども委員会：7月実施＞ 

小・中学生の子どもたち 16 名が集まり、キャラクター・標語の選定と「むなかたの子どもたちが元気

になれる方法を考えよう！」というテーマで子どもたちから意見を聴きました（以下意見の抜粋）。 
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＜第 2回はぴくろ子ども委員会：2月実施＞ 

 1 回目に参加した子どもたちに声をかけ、2 回目の委員会を開催しました。1 回目の子どもの意見をも

とに考えたはぴくろの来年度の活動について、子どもたちから意見をもらいました（以下一部抜粋）。 

¹ 土曜日相談会［相談しやすくなる工夫、相談以外のスペースの活用］ 

［雰囲気］ぬいぐるみがある、ほんわかしている、クイズや話を盛り上げ

る、緊張感がない、笑える、話しやすい、誰にも相談を知られない 

［場所・時間帯］学校、公園、場所問わず個室、AM静か・PMワイワイなど 

［スペースの活用］みんなで仲良くなれる場所（クイズ大会、工作、ごっこ

遊び、おえかき、むかし遊び）、宿題ができる、本を読める 

¹ はぴくろ通信内の子ども作成コーナー 

¶ ［楽しい内容］クイズ、間違いさがし、おもしろエピソード、本の紹介 

¶ ［事例紹介］「こんなことやってない？」、子どもたちの困った事例 

¶ ［子ども委員会］活動中の写真を載せる、決まったことを知らせる 

¶ ［メッセージを伝える］1人で考えこまず周りの人やはぴくろに頼ってね

勇気を出して相談しよう、気軽に相談してね、秘密は守るよ 

¹ その他にしてみたい活動 

¶ 子ども委員会でかるたを作りたい 子ども委員たちの意見は 

はぴくろ通信で紹介しました 
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（9）はぴくろまでの市役所内道案内 

子どもたちが 1人でも来所しやすいよう、相談室のイメージキャラクター「ふくちゃん」をたどって相

談室へ来れる市役所庁舎内の道案内を作成しました。市役所の正面入り口に大きなポスター、通路にふ

くちゃんのステッカーなど、可愛らしく、分かりやすいデザインとなっており、併せて、はぴくろ相談専

用の入り口やチャイムも設置しました。今回の道案内は、宗像市商工会の有志の方のご協力により作成

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（10）河東小学校 PTA 家庭教育学級 

宗像市子ども育成課の事業に、保護者の家庭での教育方法を学ぶ機会を保障し、子どもたちの健全育成

につなげるための「家庭教育学級」という事業があります。コロナ禍において、ご家庭の影響の大きさを

改めて実感していたこともあり、家庭教育学級事業へ参入し、河東小学校 PTA さんの依頼のもと、学校で

講話をおこないました。 

家庭でお子さんと接する際のヒントとして頂くため、「子どもの気持ちの受けとめ方―無理なくできる

家庭での一工夫―」として、相談室の活動を通してみえてきた子どもたちの現状、子どもたちがつらい時

のサイン、子どもの気持ちをどのように受けとめていくのか等についてお話をしました。 

 

 

 

 

 

スライド内容（一部抜粋） 

宗像市商工会の有志の方々 

道案内ポスター・ステッカー 

約 30 名の保護者に 

参加して頂きました 
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 （11）インスタグラムによる広報・啓発 

コロナ禍で子どもたちの心身の状態が懸念される中、「より相談室を身近に感じてほしい」「中・高校生

の子どもたちにも相談してほしい」という思いのもと、令和 3 年 7 月 7 日に「はぴくろのインスタグラ

ム」を開設し、継続して発信しています。相談室や子どもの権利の情報だけでなく、心がほっとするよう

な内容や、問題を乗り越えるヒントになるような内容も入れた広報啓発となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¹ ᶬ  

¶ はぴくろのインスタグラムは、毎週水曜日に投稿しています。 

¶ 相談方法や活動紹介に始まり、ストレス対処やセルフケアの紹介、かわいい癒し動物の紹介、ク

イズといったちょっとした遊び等、幅広いジャンルで投稿しています。 

¶ 令和 4年度は、はぴくろの活動状況を多く発信しました。 

 

¹ ̘̓ Ӳ 

¶ 投稿数の増加に伴い、「フォロワー」「いいね」「保存された投稿」の数が徐々に増加してきてい 

ます。 

¶ 大人の閲覧も多いことから、大人への広報啓発にも繋がっていると思われます。 

¶ はぴくろインスタグラムでは、今後も投稿・コーナーを検討し、子どものこころに届く広報啓発

に努めていきます。興味ある方は下記の QRコードから検索してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 Instagram：＠munakata_city_hapikuro968 


